研究技術員(法医学)応募時調査票(1)  氏名                 	
	① 臨床検査業務に対する抱負
 











当教室では特に病理組織検査に重点をおいています。
・ヒト正常組織構造について          （□あまり学んでいない・□一通り学習した・□熟知している）
・授業で組織標本作成（薄切）実習を  （□行った・□本年度実施予定・□行っていない）
・病理組織検査における適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）

	② 解剖介助業務に対する抱負












解剖介助には肉体的（事例の移送）・技術的（解剖機器の使用）・精神的（特殊事例等）要素が求められます。
・肉体的要素についての適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）
・技術的要素についての適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）
・精神的要素についての適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）
・床から机まで1回で持ち上げられる重量（□＜20kg □＜30kg □＜40kg□＜50kg□50kg以上）

	③ 教育・研究補助業務に対する抱負










・自分が主体となり研究活動を行う希望が（□ある □ない □わからない）
・文書作成・資料整理などのデスクワーク作業への適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）
・Microsoft Officeの各ソフトの使用経験 
Word      （□ほぼ未経験 □入力は可能 □箇条書きや表挿入可 □テンプレート・スタイルの設定可）
Excel     （□ほぼ未経験 □入力は可能 □数式使用可 □マクロやピボットの作成可）
PowerPoint（□ほぼ未経験 □入力は可能 □プレゼン資料作成可 □画像加工やレイアウト設定可）
Outlook Express（□ほぼ未経験 □入力は可能 □cc/bcc利用可 □定型文・アドレス帳作成可）

	④ 上記①②③の業務のなかで自分が得意と考える順に列記してください。
       [              ・               ・                 ]  （例：[③・①・②]）

	⑤ 趣味・特技について１～2行で記載して下さい。




	⑥ あなたの長所・短所について各1行で記載してください。
長所：
短所：

	⑦ あなたが考える聖マリアンナ医科大学法医学教室の研究技術員として必要とされる資質と、
それに対するあなたの適性についての自己評価





・研究技術員としての適性の自己評価（□40％ □60％ □80％ □100％）

	⑧ その他（職務全般についての抱負・質問等自由記載欄）





＊それぞれの行は適宜調整可能です。全体としてA4用紙2枚以内で作成して下さい（*の行は消去可）。
＊□のついた設問はご自身に最も近いと思われる選択肢に☑をつけてください。
＊①～⑦についてはワープロ入力可ですが⑧については手書きで記載して下さい。


